数学科学習指導案
授業日：　月　　日
場所：　　　　教室
授業者：　　　　
指導教官：　　　　
１　単元名
式の展開と因数分解
２　単元目標
式を扱いやすい形に変える方法として、展開したり、因数分解することを理解し、式を見通しをもって効率的に活用できるようにする。
1.多項式と単項式の乗法について理解し、多項式の積の展開のしかたについて理解する。
2.乗法公式を用いて、一次式の積の展開ができるようにする。
3.数の素因数分解の意味と多項式を因数分解することの意味を理解し、共通因数を取り出したり、乗法公式を用いたりして因数分解ができるようにする。
4.問題解決に式の展開や因数分解を利用することができるようになる。
３　指導計画
１章　式の展開と因数分解
(1)　多項式の計算(7時間)
①式の乗法、除法(4時間)
②乗法の公式(3時間)
(2)　因数分解(6時間)
①素因数分解(1時間)
②因数分解(5時間)　(本時1/5)
(3)　式の計算の利用(3時間)
①式の計算の利用(3時間)
4　生徒観
　男子20名、女子18名の計38名のクラスである。積極的な生徒が多く、授業中の発言も多い。しかしその分私語も多く、授業の妨げになることもある。しかし、やる気は十分にあるのでこちらから誘導して興味を引き出せるような授業展開を心がけたい。同時に、数学に苦手意識を持っている生徒も少なくない。常に全体の雰囲気を読み取りながら授業をするよう心がけたい。
５　教材観
　因数分解は、言うなれば展開の逆操作である。すなわち、一般的に展開が積の形を和の形に変形する操作であるのに対し、因数分解は和の形を積の形に変形することである。この相互関係を理解、活用することは今後の単元である平方根、二次方程式へと繋がる内容であり、重要である。したがって、共通因数をくくり出す操作から乗法公式を利用した因数分解まで、全員の理解を目指したい。
６　本時の学習
(１)ねらい　
共通因数を理解し、それを利用した因数分解が出来る。
(２)　展開
	段階
	学習活動
	学習内容
	指導上の留意点と評価

	復習
(5分)
	既習事項の確認をする。
	○乗法公式確認テストを実施し、乗法四公式の理解を見る。
○生徒に黒板で解かせ、説明させる。
	授業に向かう姿勢ができているか。
【関心・意欲・態度】


	導入
(5分)
	指示されたグループに速やかにまとまる。

素数と因数について確認する。
終わった者は、班内の未解決者のヘルプをする。
生徒は前に出て回答する。
	○授業プリントを配布する。
○復習問題の穴埋めをする。
○生徒に黒板で解かせ、説明させる。
○目標「式を因数の形に因数分解する」を示す。

	題意を把握できたか。
【知識・理解】

	展開
(30分)
演習

(5分)

	
予想される生徒の回答
・日付ではないか。
・順位ではないか。
・重さではないか。

生徒は質問に答える。

縦×横の形に分解することで、それぞれの値が面積の因数になっていることを知る。

生徒は黒板に注目する。
班内で意見交換、考えをまとめる。
班内で話し合う。
(2分)


班で話し合う。(2分)

分配法則の逆を活用することで因数の積の形で表せることを知る。



生徒は班内で話し合いながら問題を解く。

	○各班に、数字(実は面積)の書かれた長方形の紙を配る。

○数名の生徒を指名する。
○生徒を注目させ、数字は面積を表していることを明かす。
○プリントの空欄に面積の値を書き込ませる
○プリントの例の空欄の場所に書かせる。
○縦の長さを変えて、数名に同様の質問する。
○因数の形で表現した結果をプリントに書き込む。
○新たに、各班に文字を含んだ単項式(面積)の書かれた紙を配る。

○プリントの空欄に面積の値を書き込ませる。
○数字同様、縦×横の因数の形で表現できることを伝える。
○因数の形で表現した結果をプリントに書き込む。
○新たに、各班に文字を含んだ多項式(面積)の書かれた紙を配る。

○プリントの空欄に面積の値を書き込ませる。
○話し合った結果を答えさせる。
○「分配法則」という単語が出なければ、ヒントを出し、さらに話し合う。
○因数分解の逆を利用すると因数の積の形で表せることを伝える。
○新出単語の共通因数について説明する。
○練習問題を解かせ、共通因数の理解を深めて、因数分解に慣れる。

(P43　たしかめ１、問１)

	題意を把握できたか。
【知識・理解】
班で因数を見つけることができたか。
【表現・処理】
数の因数と関連付けて理解させる。
【知識・理解】
多項式を共通因数を用いて積の形で表すことができたか。
【表現・処理】

練習問題に意欲的に取り組めるか。
【関心・意欲・態度】


	まとめ(5分)
	本日学んだことの内容の確認と次回の授業の予告。

	○次時はより詳しい因数分解について学習することを知らせる。
	


それじゃあ今日はまず、前回学んだ言葉の復習から始めよう。


確認する内容は二つ！素数と因数だ。


教科書、ノート何を見ても良いから聞かれたら答えられるようにしよう。


制限時間は…2分！





さて、今配った紙には数字が書いてあります。


ここでクエスチョン。この数字、何を表しているでしょう？








それでは、先生ちょっと皆さんに催眠術をかけたいと思います。


これは面積が48の長方形なのですが、例えばこの長方形の横の長さが2cmだったら横の長さは何cmになるでしょうか？





それでは同じように自然数の組み合わせで、班ごとに面積を縦×横の因数の形で表してみよう！





これで、数字を二つの因数の積の形で表すことができることがわかりました。それじゃあ、これならどうだろう？





それでは、本日のメインイベント。多項式を、二つの因数の積の形で表すことはできるかな？








さて、これは多項式に形をしているけど、果たしてこれをかけ算の形で表すことはできるでしょうか？








ヒント


どのような法則で計算をすれば、紙に書かれている面積を表現できるか考えよう。





どちらの項にも共通する因数のことを共通因数という。








共通因数をカッコの外にくくり出す(⇔分配法則の逆)








ma+mb=m(a+b)








このように、足し算の形をかけ算の形に変形することを因数分解という！





Ex…48








Ex…48x








Ex…48x+32











今日(　四　月　二六　月)のまとめ
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